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             １０月号 目次 

・目 次 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 
・花博士の花便り ・・・・・・・・・・・・・・・中原 紀代治 ・・・・・３ 
・９月理事会報告 ・・・・・・・・・・・・・・・吉田 理事長 ・・・・・４ 
・５０周年第２回実行委員会報告 ・・・・・・・・広木 会長 ・・・・・・５ 
・リレーエッセイ 僕の山の原点 ・・・・・・・・桜庭 実 ・・・・・・・・７ 
・山行報告（松戸山の会） ・・・・・・・・・  ３班 千葉 ・・・・・・８ 
・事故防止交流集会の案内 ・・・・・・・・・・ 教遭委員会 ・・・・・１１ 
・ふれあいハイク募集案内 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 
・２０１５年・労山カレンダー案内 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 
・山筋ゴーゴーテキスト・栃木の山１５０紹介 ・・・・・・・・・・・・・１４ 
・ゆう便り ８号 ・・・・・・・・・・・・・・・吉田 理事長 ・・・・１５ 
・１０月県連便り ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 
・１０月・１１月県連予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

 

          表 紙 説 明 
 今月の表紙は、久しぶりに「松戸山の会」の山行報告よりいただきました。

相変わらず意欲的な山行を行っている様子が伝わって来ます。 
 で、なぜ、表紙に登場 願ったのか？ 
写真、右下の女性像の雰囲気が、 

何となく、山行メンバー女性の「幼き姿」の様な気がして・・・・ 
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 花博士の花便り   ２０１４年 １０月 

                  ふわくハイキングサークル  中原 紀代冶 
初秋の花 
 9 月に入り、秋の花を見つけに近くを散策しました。池で黄色のスイレンが咲き残

り、周りの木草地では、ヤマハギ（マメ科、ハギ属）ヌスビトハギ（マメ科ヌスビト

ハギ属）、アレチヌスビトハギ（北アメリカ原産のヌスビトハギ）、希少種の花では、

アザミに似たタムラソウ（キク科、タムラソウ属）、ツリガネニンジン（キキョウ科）

など、変わった花ではオケラ（キク科オケラ属）で網を被った先端に白い花が見えま

す、“山で旨いものは、オケラとトトキ”と言われ、春の山菜として知られています

が、トトキはツリガネニンジンのことで、釣鐘の様な花と朝鮮人参に似た根から名づ

けられ、高山では、タカネツリガネニンジンとして、ハクサンシャジン、ホウオウシ

ャジンなど、咲く山の名前をとりシャジン（紗参）と呼ばれています。 
今月の巨木 笠森観音の三本杉 

笠森寺は、四方懸崖つくりで有名ですが御山は、特別天然記念林として、杉、スダ

ジイ、カシ、クスなどの巨木がみごとです。駐車場から３分、男坂の階段を登り切っ

た処に目通り４ｍ余りの杉が３本並んでいます、良く見ると根っこが繋がり根回りは、

１０ｍ以上ある様です。近くの子受樹は、女人が潜れる穴のあるクスで銘木です。 
 
 

  

  

タムラソウ  ツリガネニンジン 

 オケラの花 笠森観音の三本杉 
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２０１４年度第６回理事会報告 

                                     理事長 吉田 哲治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■開催日時：9 月 18 日（木）19：00～ 

■開催場所：船橋市西部公民館 

■出席：ちば山、茂原、船山、松戸、東

葛、かがりび、ふわく、市川、シリウス、

らんたん、岳樺、あびこ、民医連、自然

保護、教遭、ハイキング、会長、理事

長、会計（山翆会理事兼任）、ふれあ

い担当  以上２0 名 

■配布資料 

・2014年事故防止・経験交流集会の案

内（案） 

・加盟会・クラブの現状に関するアンケ

ート結果 

・５０周年第２回実行委員会報告 

■議題 

１．委員会・救助隊報告 

＊教育遭難対策委員会（岡田） 

・11 月 29、30 日開催予定の事故防止

経験交流集会実施要綱についての

説明。さざんかの家は予約済み 

＊ﾊｲｷﾝｸﾞ委員会（桑原） 

・来年のロングハイク、1 月 24,25 日で

決定。コースは変更の可能性有り 

・ウィクデー山行は山菜採りなどの意見  

 もあり、他に広くアイデア募集 

＊自然保護委員会（菅井） 
・50 周年記念として来年３月頃シン  
 ポジウム開催予定→来年は県連総   
 会は開催しないので、３月第１週目 
 で調整の方向 
・全国の自然保護集会への参加、松

戸より１名有り 
＊女性委員会（広木） 
・ﾐﾆﾜﾝｺｲﾝを毎月第１月曜に開催して

いるので、広く参加して欲しい。 
 

 

２．ふれあいハイク関連（岡田正勝） 
 ・18 日現在 6 会より 70 名の申込有り,  
  さらに協力願う 
３．災害支援報告（吉田） 
・８月は南相馬での活動→ちばニュー

ス 9 月号に報告済み 
・９月は 13～15 日 10 名参加、牡鹿で

の通常の漁業支援と花運動(谷川浜、

洞福寺と門脇地区）。門脇では神奈川

県連 13 名との共同作業 
・来月も水仙を植える予定なので、球

根確保に協力して欲しい 
４．組織アンケート結果報告（広木） 

 ・１9 の会より回答いただき、感謝 
 ・結果よりは多くの課題が見て取れる   
 （HP の運用等）ので、広く活用させ

ていただく。 
・分析して、再度アンケートをお願い 
 いしたい 
５．50 周年実行委員会報告（広木） 
・具体的な行事と担当者を決めたので、 
 広く協力をお願いしたい 
・次回実行委員会 11 月 13 日（木） 
 船橋西部公民館 19 時より 
６．その他 
・全国の集会へ会より直接全国連盟に

申し込む場合があるが、その際、担当

委員長へも連絡して欲しい→県連より

参加費補助の関係 
 
■ 今後の理事会日程について 

・10 月 1６日（木） 場所：西部公民館  

 時間：19 時より  
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千葉県連盟創立５０周年記念事業報告 

                           実行委員長 広木 国昭 
 第２回実行委員会を実施しましたので、以下の通り報告します。 
１ 実施日・実施場所  
（１）９月１１日（木） １９時より 船橋市西部公民館 

２ 参加会・クラブ・参加者 
  （１）会代表者 東葛山の会・安彦会長、ちば山の会・平野会長 
  （２）県連理事 ・桜庭 理事（船勤労者山の会） ・斎藤 理事（ちば山の会）  

・高見 理事（東葛山の会） ・大越 理事（松戸山の会）  
・星野 理事（かがりび山の会）・岡田 理事（市川山の会） 

  （３）県連役員 ・古瀬 顧問・広木 会長・吉田 理事長・鶴田 副理事長 
          ・小林 会計担当・岡田 教遭委員長・菅井 自然保護委員長 
３ 議題   
（１）具体的な行事と実行委員会体制について 

① 記念山行など 
・記念山行：２０１４年度から取り組みを開始し、２０１５年度から実施 
・テーマを決めた山行：リレー山行・房総の山５０選登山 等 
・ハイキング層に向けた、平地散策なども視野にいれる。（バリ島などは？） 
☆ 担当実行委員 
  ・Ｌ安彦 東葛会長 ・古瀬 副実行委員長 ・広木 実行委員長 
  ・吉田 副実行委員長・鶴田 副実行委員長 ・桜庭 県連理事  
  ・ふわくＨＣから ・君津ケルン山の会から ・茂原道標山の会から 

（２）５０年のあゆみ（仮題）の発行（２０１６年記念イベントまでに） 
① 県連盟活動全般から・加盟会紹介・会員数の推移・歴代役員紹介・発刊物 
② 自然保護運動の歴史のまとめ（房総の自然を守る運動のまとめ） 
☆ 担当実行委員 

・Ｌ広木 実行委員長 ・古瀬 副実行委員長 ・鶴田 副実行委員長 
      ・高見 県連理事 ・渡辺 松戸山の会 ・県連理事 ・各会・クラブの

ベテラン会員の力を借りたい 
（３）千葉県連らしい行事、取り組み・特徴的な取り組みのまとめ（あゆみに編入） 

① 房総ロングハイク ② ウィークデイ山行 ③ ふれあいハイク  
④ 郡界尾根縦走 

    ☆ 担当実行委員 
      ・Ｌ古瀬 副実行委員長 ・桑原 ハイキング委員長とハイキング委員会  

・郡界尾根縦走 相馬夫妻・田中 康男 ・君津ケルンから 
・ふれあいハイク 岡田実行委員長 ・ハイキング委員会 ・県連理事  

５０周年を８００名の仲間と祝おう 
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（４）自然保護の取り組みのまとめ 

① 房総有料道路建設反対運動  
② 追原ダム建設阻止運動  
③ 鬼泪山を守る運動 
④ 房総の自然の現状と自然を守る活動について 
⑤ 自然保護活動セイミナーの実施（２０１５年３月予定） 

☆ 担当実行委員 
   ・鵜沢 ふわくＨＣ会長 に参加・協力をお願いする。 

      ・菅井自然保護委員長 小林 自然保護委員と自然保護委員会  
           ・中原 県連理事  

（５）房総の山・沢についての紹介 
① 各会で取り組んで入る、房総の山・沢の資料提供などの協力をお願いして 

ガイドブック的にまとめる。 
    ☆ 担当実行委員 
      Ｌ吉田 副実行委員長 ・岡田 教遭委員長と教遭委員会 ・ふわくＨＣ 
       ・君津ケルン山の会 ・茂原道標山の会 
  ◆ 今後の予定について 
    ☆ 第３回実行委員会  
      １１月１３日（木）１９時より 船橋市西部公民館 
    ☆ 次回実行委員会までに、各パート別に実行委員会を実施し、詳細について 

絞り込む。 
・各パート別実行委員会は、メールでの意見交換で会議をフォローする。 

    ☆ ２０１５年２月に予定している、会代表者会議で最終決定をする。 
                                
                                  以 上 

２０１４年３月の千葉県連総会で「千葉県勤労者山岳連盟創立５０周年記念事業」

を、２０１６年に実施する事を確認しました。 
第１回実行委員会を、６月１２日（木）に実施し、記念事業の概要と実行委員会の

体制を決定しました。２０１６年にむけて、実行委員会を中心に活動して行きます。 
会員の皆様の、参加・協力をお願いします。 
 ５０周年記念事業実行委員会体制 
 ・ 実行委員長   広木 国昭（県連盟会長・ちば山の会） 
 ・ 副実行委員長  吉田 哲治（県連盟理事長・船橋勤労者山の会） 
 ・   〃     鶴田 秀雄（県連盟副理事長・ちば山の会） 
 ・   〃     古瀬 健 （県連盟顧問・千葉こまくさハイキングクラブ） 
 ・ 事務局長    戸石 衛 （県連盟理事・千葉民医連山を歩こう会） 
 ・ 会 計     小林 康男（松戸山翆会） 
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僕の山の原点       船橋勤労者山の会 
                   桜庭 実 

 僕の山の原点は、故郷の山・お岩木山（おいわきやま）です。 
小学生の頃、夏休みに父の実家のある津軽地方のリンゴ農家へ遊びによく行っ

た。日の出前に起きては、リンゴの樹の幹に止まっている蝉を捕まえるのが楽

しみだった。捕り方はいたって簡単。樹を揺らすだけで幼蝉はボタボタ落ちて

それを拾うだけでよい。まだ羽根が乾ききっていない飛べない蝉ひろいはバケ

ツにすぐいっぱいになった。羽根は虹色に輝いて見えた。羽根に土が着くとそ

れだけで飛べなくなってしまう。なんとも残酷なことをしていたものだ。ひと

夏だけで何百匹もの蝉をダメにした。家の前を流れる小川で小鮒も釣れた。 
青森市内の街中に住んでいたので、自然の中で遊び呆けるのが嬉しかった。

年上の従兄弟たちと昼飯を食べるのも忘れ 暗くなるまで遊びまわった。 
 小学３年の夏休みも父の実家に行った。彼岸花が咲きはじめた頃、大人たち

が大勢集まり夜、酒を酌み交わしていた。翌日、従兄弟たちと朝早くから白装

束を着せられた。「おやまさんけい」に行くのだという。黒い袋に入った棒を持

たされ草鞋を履かされ、大勢で岩木山麓の農道に集まった。長―い行列を作り

岩木山神社に向けて長い道のりを呪文を唱えてながら歩いた。お山参詣である。 
何もわからず、大人たちや従兄弟たちのまねをしながらサイギサイギ、ドッ

コイサイギ、オヤマサハヅダイ・・・と唱えながら岩木山神社に行くのである。 
着いたら神社の鳥居の上に岩木山が見えた、山という漢字は岩木山の姿から生

まれたんだときかされた。よく見ると山頂付近は山という漢字に見え、大学生

になるまでそう信じていた。神社の広い敷地で、茣蓙を敷き、一族郎党のみん

なして重箱に入ったお昼ご飯をいただき、神官からお祓いを受けた後、奥の宮

のある八合目を目指して、山登りをした。山登りの最中もサイギサイギと唱え

ながらいくのである。その頃、神社から先は女人禁制だったような気がする。

子供心に山は神聖なものと叩きこまれた。岩木山の神様は女性で、子供好きだ

が、泣く子や騒ぐ子は山から落としてしまうときかされ、泣きごとを言わずに

登った。だから、山をなめたまねをしたら酷い目に遭うと還暦を過ぎても思っ 
ている。 
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登山学校 上越／越後三山 馬蹄形縦走 

2014 年 9 月 13 日（土）～ 15 日（月） 

参加者：CL：大越、SL：甲田、上田、渡辺敦、千葉（記） 

コース：13 日：松戸 0600＝＝八海山神社里宮Ｐ1000/1020－大倉口 1305－女人堂 1340－避難小屋 1455 

14 日：避難小屋 0510－大日岳 0635/0655－五竜岳 0745－オカメノゾキ 1010－御月山 1335 

－祓川 1345/1400－中ノ岳避難小屋 1500 

    15 日：中ノ岳避難小屋 0455－中ノ岳 0505/0510－避難小屋 0515－天狗平 0800－分岐 0854 

－越後駒ヶ岳 0915/0930－分岐 0946－グシガハナ 1020/1030－十二平 1350－里宮Ｐ1555 

費 用：   合計 5,200 円 

 

一日目 

車は八海山神社里宮手前の駐車場に着

いたが、空いている。このコースは人気が無

いのかな、などと思いながら進むと八海山神

社里宮の橋を渡って直ぐ登山口があった。 

最近の雨のせいか足下は滑り易く、ぬかる

んでいることもあって歩き難いうえ、結構な急

登だ。 

三合目の風穴を過ぎ、どんどん高度を上げ

四合半（大倉口）で尾根道に乗った。                  岩肌に描かれた壁画 

 これから小屋までは一気に行けるが女人堂で一息入れ、祓川で今夜の水を補給した。 

ずっしりと重くなったザックを背負い直し、鎖場を登っていくと薬師岳に着いた。此処には三角点

があるはずなのだが、一年前探したけれど何処にあるのか見つからなかった。 

 

３時ころ千本槍避難小屋に到着した。先

客は２～３人で二階に居た。場所を設定して

いると管理人がやって来て、手続きをしなさ

いと厳しい顔をして言いに来た。はなっから

悪く見てるのかな。管理費として一人／千円

ずつの支払いだが、ここの避難小屋は有料

なんだね。 

夕食はＡｔｕｋｏシェフが腕をふるって作っ

てくれた。特筆すべきはニンニク炒めで、大

粒の田子産、国産ですよ。これに直チャン差

し入れのウィンナーが加わり最高のつまみだった。         ニンニクだぞー 

みんなで食べれば臭いも気にならないと思っていたが、本当に臭いはしなく美味しかった。 

子供の頃、ニンニクを食べ過ぎて胸焼けを酷くし、学校を休んだ事を思い出した。 

18 時頃寝入ったのだが、遅くに到着し二階に陣取ったＰが 20 時過ぎても話している。それが
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全く遠慮の無い大声で話すし、笑うしで我慢できずにいたら、ある女性が静かにして欲しいと声

を掛けた。一時静かになったが寝る気配は無い。だんだん声も大きくなってきたのでもう限界だっ

た。皆早くから寝てるし、明日の打ち合わせを済ませたら終わりにして欲しい、もう９時になるから

と頼んだら、バタバタと凄い音を立てながら片付け、直ぐに静かになった。 

 

二日目 

夜半にはトタン屋根が雨でパタパタと

音がしていたが、朝には止んでいた。 

雨具を身に付け、５時過ぎに出発。 

曇り空だが歩くにはちょうど良い。まず

は八ツ峰の地蔵岳と不動岳の間に登る

がいきなりの鎖場だ。先が長いので八ツ

峰の途中、摩利支岳手前から巻き道に

回り、大日岳の先に上がる。だがこの巻

き道も決して楽ではなく、岩壁のトラバー

スでは足幅しか無いし、長い梯子が続い

ていたりでどっちでも同じように思えた。          こんな痩せた尾根がルートの大半だ 

五竜岳から御月山までは、登山地図では破線ルート、この辺は雪崩などによって表土が流さ

れてしまい急峻な岸壁や鋭い山稜が続いているらしい。しかもアップダウンが嫌になるほど繰り返

えされるので、なかなかきついコースだ。 

 

遠くに見えていた御月山にやっと到

着した。この先は祓川の水場（沢）まで

上り下りを繰り返しながら降りて行く。この

水場の“祓川”は、女人堂側と同名なの

が面白い。中ノ岳避難小屋には天水が

あるとの情報だが、当てにするのは怖い

ので今日も補給して行くことにした。 

ここから小屋までは一気に登りだ。 

小屋には 50 名入れるらしいが、混み具

合が想定できないので足の速い者から

先に進み、場所を確保しようと決めて三人が先発した。        祓川の水場に到着 

自分は少し遅れて三番目に出発したが、周りはガスって来てるし、涸れ沢を登るのだが樹林に

覆われたトンネル状なので、先行の姿が見えないのだ。だがザックザックと歩く音やカツーンとス

トックを着く音が霧の中でも聞こえているので、必死で追いかけた。 

小屋は予想以上の混雑で、我々には上がり框に板を敷いて場所を広げて貰い、詰め合ってく

れたのであちこちだが、寝床を確保出来た。それでも遅れて到着する客が居て、最後は８時前く

らいに三人が入ってきたのには驚いた。聞くと我らと同じ時刻の出発で、同じルートだったらしい。

４時間も遅く着くなんてどんなペースで歩いたのか、ヒヤリハットでは済まない事態だ。 
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三日目 

小屋を５時前に出て中ノ岳に向かっ

た。山頂はあまり広くないが、東の空

に朝焼けが始まりつつあった中で写真

を撮った。小屋まで戻り、駒ヶ岳に向

かって歩き出した。 

間もなく東の空に日が昇り始め、駒

ヶ岳までの稜線に日が当たり、今日も

好天を思わせている。 

今日のルートも山腹が滑り落ちていて、

鋭い岩尾根が続く。大きな松の木が行

く手を塞いでいる所があった。      大混雑の中ノ岳避難小屋は 50 人以上入って居る（by K） 

松の木は根を広く張るので岩場には強いそうだ。檜廊下辺りは先を見ても後を振り返っても鋭い

尾根筋で怖がっていては歩けないだろう。天狗平を過ぎ、グシガハナへの分岐を過ぎて駒の小

屋が右手に見えてくると暫くして越後駒ヶ岳に着いた。しばらく景色を楽しみ下山を開始した。 

 

先ほどの分岐まで戻ってグシガハ

ナへと下る。ここは船の舳先の様な

ピークで、正面の八ヶ岳から左回り

に、五竜岳、荒山にオカメノゾキ、御

月山、中ノ岳と先ほどの駒ヶ岳まで

歩いたルートを見渡すことが出来た。

昨日の水場“祓川”周辺は草紅葉が

始まりつつあった。 

景色を楽しんだ後はこの先も難所

続きで、十二平まで急坂下りで気が

抜けない。相変わらず狭い尾根で、

尾根筋だけの下山路だ。                   最後の越後駒ヶ岳にて、左奥は中ノ岳（by W） 

普通なら尾根筋の他に尾根の中腹を 

トラバースしたりするものだが、このルートにはそれが一度も無い。それ程の痩せ尾根なのだ。 

月見の松を過ぎ、十二平に着いた時は本心から安堵した。あとはひたすら林道を下るだけに

なった。一時間も歩くと道は舗装路に代わり、さらに一時間ほど歩いて八海山神社里宮下の駐

車場についた。疲れたぁー。 

個人的な感想だけど、一週間前に白毛門から谷川岳まで馬蹄形に縦走したが、今回の方が

道が狭く、険しいのではるかにきつかったな。いずれにしても体力のあるうちに歩けて良かった。 

ゴメンね、今回も長くなってしまった m(_ _)m 
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2014 事故防止・経験交流集会の案内 
                 千葉県勤労者連盟・教育遭難対策委員会 

 
本年度の事故件数は４件と昨年の８件よりは大幅減となっていますが、更なる減に向かって、

各会で事故防止へ向けての取り組みを継続願いたく考えます。 
09 年より取り組んできた本集会も６年目を迎えます。 その内容を更に充実させるべく、下

記の内容にて開催します。 
各会会員の積極的な参加を期待します。  

 
                                        
１）主催 千葉県連盟・教育遭難対策委員会／協力：千葉県連救助隊 
２）日時／場所 １１／２９（土）13:00＜12:30 受付開始＞－３０（日）11:00 終了 

  船橋県民の森 さざんかの家（宿泊研修棟） 
３）内容 １１／２９ ①各会より事故防止取り組み報告 ５団体予定  13:00－14:40 

    ＊事故発生各会に加え、普段よりの事故防止への取組み報告を 
各会より願う。 尚、御岳山爆発の様な事態をも踏まえて、 
多くの会員を擁する会の会員山行把握法の紹介を願います。 

千葉こまくさハイキングクラブ 船橋勤労者山の会  
ふわくハイキングサークル 松戸山の会 ちば山の会 
報告 10 分＋質疑 5 分 

②筋トレ実技講習：荒井インストラクター    15:15－17:00 
③夕食／各会紹介／交流会            17:30－20:30 

             ＜乾杯用飲み物は事務局にて準備＞ 
１１／３０ ①セルフレスキュー実技講習： 県連救助隊     8:00－10:30 

 ＊7 点セット使用（スリング 60cm2 本 120cm１本 カラビナ２ 
環付き１ 補助ロープ 6~8mm＊１０ｍ）   

②ヒトココ紹介：県連救助隊           10:30－11:00 
       
４）参加費  参加費５００円／人。交通は各会毎に。駐車場有り。単日での参加可。 
５）装備／食事 装備（宿泊用）：シュラフ ヘッドランプ 食器。食事／飲み物は各会毎。 
６）参加申込／締切 教育遭対委員会 青山へ 11／22 までに。htrkt490@ybb.ne.jp 
        申込書は追って mail で送付。 
７）問い合せ先 教育遭対委員会 岡田：ken-ichi@f4.dion.ne.jp  080-4197-7700 
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第１５回 ふれあいハイク最終案内 
 

秋の一日を、障害者とともにハイキングを楽しみませんか。 
ふれあいハイクの最終案内をさせていただきます。 
今回は、車イスでの参加者９名、視覚障害者が３０名、前後の参加が予定されています。 
会員の皆様には、楽しく安全に楽しむための、それぞれのサポートをお願いします。 
千葉県連盟としては、１００名以上の参加をお願いします。各会でまとめて、申し込みを 
お願いします。あと１０名程度の参加をおねがいします。 
 車イスのサポートの方は、シュリンゲ（大・中・小 ３本程度）・カラビナ３個・ロープ 
 （８ｍｍ前後１０ｍ以上）を持参して下さい。 

              記 

１ 実施日    ２０１４年度 １０月２６日（日） 
２、集合場所   ＪＲ千葉駅NTT前 
３、集合時間   午前８：００分 集合（時間厳守） 
４、参加費    ４，５００円（会・クラブごとにまとめて下さい） 
５、行動予定表 
【出発】  ８時３０分出発 
 ＮＴＴ前８:３０発――蘇我ＩＣ――市原ＰＡ（休憩２０分）――館山自動車道―― 
富浦ＩＣ――国道４１０号線――館山野鳥の森駐車場（１０:２０着 １０:５０発）… 
０:０５…野鳥の森広場…０：３０…富士見展望台…０：１０…国見展望台…０：１０… 
平砂浦展望台…０:１０…ピクニック広場（昼食・レクレイション）１２:００着  
１４：００発…０：１５…西沢の池経由水辺の森…０：１０…ピクニック広場…０：１５…国

見展望台…０：１０…富士見展望台…０：２０…野鳥の森広場…０：０５…館山野鳥の森駐車

場１５：１５着１５:４５発――富浦ＩＣ――市原ＳＡ（休憩２０分）――松ヶ丘ＩＣ――Ｎ

ＴＴ前１８:００着（解散） 

※ 雨天の場合 （雨天でも実施します。）  

野鳥の森、近くの安房特別支援校の体育館を借りる予定にて昼食・レクレイションを実施 
 
 

ふれあいハイクは、千葉県連盟の伝統的なボランテァ行事です。山の会として、 

社会貢献として取り組んで来ました。１５回目の節目として、千葉県連盟より「１００

名以上」の参加をお願いします。 

地元、館山野鳥の森で、楽しい交流に会を挙げて参加して下さい。 
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201５年版労山カレンダー申込書 

地方連

盟 
 千葉県連盟 

申し込み

部数 
 発注部数         部  

名入れ 名入れは、しめきりました。 

  

送付先 

〒 電話番号 

住所 

氏名 

 

 ◆ 問い合わせ先:千葉県連盟 ホームページ 事務局への問い合わせまで 

   支払先   ：千葉県連盟 会長 広木 国昭 

（danphiro@zpost.plala.or.jp） 

 

 
☆ 申し込みは、全国連盟事務局に直接申し込みをお願いします。 
   
☆ 申し込み先  Ｅメール：jwaf@jwaf.jp 
        ＦＡＸ ：03-3235-4324 
 
☆ 早急に、会・クラブでまとめて申し込み下さい。 
☆ 料金は、県連盟でまとめます。 
 
◆ 全国連盟に申し込みをした、申し込み用紙を、県連にも送ってください。 
  送り先は、上記、支払先と同じです。 

２０１５年 労山カレンダーについてのお知らせ 

!! まだ、間に合いますよ、会でまとめて至急申し込みを !! 
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〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山筋ゴーゴー体操 いつまでも山に登れる 

著者 
石田 良恵（保健医学士） 
女子美術大学名誉教授 
労山会員 

 

一部・１５００円

 
 

ＤＶＤテキスト 

５０代以降の事故が多いので

しょう？特に６０歳以上の女

性の事故が多く、加齢や老化

による筋力の衰えが原因で

す。体力や筋力を、より効果

的にトレーニングを行うため

には正しいトレーニング法を

学ぶことが重要です。 

 

近くて良い山 栃木の山 １５０ 
 

栃木県連・宇都宮ハイキングクラブ編 

 本書は２００４年に発刊された「栃木の山１４０」 
の増強改訂版です。 
栃木県内のハイキング登山コースを「那須・塩原」 
「南会津・鬼怒」「日光」「前日光・県央」「八溝・芳

賀」「足尾・安蘇」の６地域に分けてあります。 
 名の知られた山に限らず、地元の人に登られている

山、四季を通じて楽しめる山が紹介されています。 
山のみに限らず、散策路、遊歩道、関東ふれあいの道 
滝や源流巡りなども紹介されています 
コースをグレード分けして紹介、 ★：初心者向け、

★★：一般向け ★★★：健脚向け。 
車利用の場合のデーターも記載されています。登山者

のモラル、自然保護について強く訴えています。 

宇都宮ハイキングクラブは、１９８１年創立、会員数２５０名以上のマンモス会です。 
以来「安全に、楽しく、すべての人に自然を」をモットーに輪を広げて来ました。 
 昨今、山での事故や行方不明など、楽しむための山行が、悲しい結果となっている 
事例があります。ハイキングクラブや山岳会に加入して、知識を見につけ仲間ととも

に 安全に山を楽しんでいただきたいと思います。 
       栃木県連盟・理事長・宇都宮ハイキングクラブ会長 八木沢 昌道氏 

※ 問い合わせ・申し込み先：広木 国昭 Ｅメール danpuhiro@zpost.plala.or.jp 
                                     携帯☎  ０９０－８３１６－２０２０ 
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「ちば労山ゆう」活動報告 

ゆう便り №8 

かがりび山の会 平井 昭 

１、日時 2014.9.13（土）～15（月）  

２、参加 10名  

３、活動場所 宮城県石巻市谷川浜、 

       門脇地区  

４、宿泊場所 渥美一秀氏作業小屋 

５、活動内容 ホヤ種付け準備作業、 

       水仙球根植栽 
               

 
概要  ： 8 月は福島の南相馬の草刈りボランティアでしたが､今月は従来通

り牡鹿半島谷川浜の漁業支援ボランティアで､ホヤの養殖の手伝いに加え､２日

目の午後は谷川浜の部落全体の菩提寺でもある洞福寺(どうふくじ)の境内に花

を植える作業、３日目は午前中のみのボランティアで、日和山の下にある門脇(か
どのわき)小学校の入口と、７月に続いてその隣の本間邸の土蔵(唯一津波の被害

から残った)周辺の花壇作りでした。 
  
 柏を金曜 19 時半集合で出発して行きは常磐・東北・三陸道と乗り継いで

夜半 1 時半に谷川(やがわ)浜に到

着した。谷川浜 GS 斜め前にある

渥美さんの作業場にあるプレハブ

にて仮眠をする。翌朝の作業はホ

ヤの養殖に使う穴をあけた牡蠣の

殻の紐通しで２パレットを完成し

て漁師の方々が驚きそして感謝さ

れました。 
 ２日目は近くのお寺の境内(本
堂と庫裡は壊れ山門は屋根だけ残

った！)来年完成予定の本堂周辺

に房総から持参をした水仙の球根

を石田住職、漁師の渥美さんと共に移植しました。その為に、午後やるべき仕

事を前倒しして朝 7 時前から作業を開始して、仕事場に通勤して来た現場の家

族が大変感激して昼にはホヤの炊き込みご飯(クセが無くなり､苦手の人でも食

洞福寺に水仙を植える 
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べられる)を全員に提供して頂きました。 
 昼頃に村の行事で獅子舞の奉納が旧中学校跡地の体育館で有り、『珍しいから

と見たほうが良いよ』と現場のご主人

夫婦にすすめられた珍しい獅子は頭

に一人胴体に 3 人の 4 人による「一

体」の獅子舞を満喫しました。漁師の

娘と孫たちも一緒に見学してお獅子

に頭を咬まれて無病息災のおまじな

い???をほぼ全員がやって貰いました。 
 今回のボランティアは初めてかが

りびが手伝った現場でしたが､親子三

代が一つの仕事に協力し合う風景は､ 
作業を手伝う以外に仄々と心温まるものが有り元気も頂いてきました。 

 
 ３日目は神奈川労山と共同で花壇作り

をしました。久し振りに他県との労山のメ

ンバーとの共同作業で､こちらも大いに盛

り上がりました。 
 
 帰路はこの日が震災後に国道 6 号線が

閉鎖されて後に初めて開通するので体験

を兼ねて海岸沿いのルートを選びました｡ 
                 原発近くの道路は車から降りる事は勿論､

歩行者･自転車･バイクの乗り入れが禁止され国道 6 号と交差する道の入り口が

バリケードで閉鎖され家の入口も塞がれて歩行者どころか､人そのものが見え

ない風景はどうしても半分ゴーストタウン

化しているとしか見えず､空恐ろしい物を見

た気がしました。電気と云う便利なものを過

大に享受する一方､便利な文明の利器を生み

出す原発に人間が反対に罰を受けているよ

うな感覚さえ覚えました。 
 中々考えさせられる一面もあった久し振

りのボランティア参加でした。三連休が天気

に恵まれ助かりましたが、本当の復興はまだ

まだ先の見えない遥かに遠いゴールのよう

にも感じました。 

震災後初の獅子舞 

門脇小学校正門横での作業 

「南相馬市原町地区」にて撮影 
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県連盟連絡先 

◎ 千葉県勤労者山岳連盟事務所 
 〒262-0033 
 千葉市花見川区幕張本郷 1-29-18 
   レジデンス幕張台 101 号室 
 ＴＥＬ・ＦＡＸ： 043-306-1190 
 Ｅメール：rousanchiba@grape.plala.or.jp 
 ＪＲ総武線幕張本郷下車、海側 徒歩５分 

（県連事務所に常駐者はいません） 
 
◎ 千葉県連ホームページ 
      http://www.cwaf.jp 
県連盟への問い合わせは、上記ホームページ

事務局への問い合わせまで 
◎ 事故一報送付先 

教遭委員長・岡田 賢一 
ken-ichi@f4.dion.ne.jp 
Ｆａｘ：043-271-4704 

  事故一報は、全国連盟事務局にも必ず 
送付の事。 

◎ 「ちばニュース」原稿送付先 
   機関紙委員会・広木 国昭 
     danphiro@zpost.plala.or.jp 
◎ 連盟費振込み先 

郵便振替口座 00160-3-481509 
千葉県勤労者山岳連盟 

◎ 東日本大震災・支援金振込み先 
  口座番号：ゆうちょ銀行 
      ００２４０－８－９８４１９ 
  加入者名：ＮＰＯ法人 ちば労山ゆう 
       代表者 吉田 哲治 
◎ その他、県連盟、全国連盟への、ご意見 
  問い合わせなどは・広木まで 
 
 
  

ＮＰＯ法人「ちば労山ゆう」 

◎ 「ちば労ゆう」への入会は 
千葉県連盟ホームページから 
入会出来ます。 

・入会申し込みは   
http://www.cwaf.jp/contact/10-2/ 
・「ちば労山ゆう」への問合せは 
http://www.cwaf.jp/contact/09-3/ 
 

・入会情報（９月末） 

  正会員数   ９６名 

  賛助会員数 １１１名 

    合計  ２０７名 

 常時、会員を募集しています。 

 入会連絡は、上記アドレスまで！ 

新年度のＮＰＯ「ゆう」支援活動の

お知らせ 

・１０月１８日（土）・１９日（月） 

・１１月１５日（土）・１６日（日） 

 

 

 

三陸・気仙沼直送の支援物資は 

支援物資担当・広木までどうぞ 

「おさしみわかめ」 

「さしみこんぶ」 

「くきわかめ」 

「すき昆布」 

「とろろこんぶ」 

 常時在庫あり、宅配相談下さい 
danphiro@zpost.plala.or.jp 
 090－8316－2020 

支援物資は常時販売中です。 
下記アドレスに連絡を！ 
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　　　行事予定 　　　　行事予定

1 水 1 土

2 木 2 日

3 金 3 月 女性委員会

4 土 4 火 県連役員会

5 日 5 水

6 月 女性委員会 6 木

7 火 県連役員会 7 金

8 水 8 土

9 木 自然保護委員会 9 日

10 金 10 月

11 土 11 火 ハイキング委員会

12 日 12 水

13 月 13 木

14 火 14 金

15 水 15 土 ＮＰＯバスツァー　支援活動

16 木 県連理事会 16 日 　　　〃　　　　　　　　〃

17 金 17 月

18 土 ＮＰＯ支援活動 18 火

19 日 　　　　　〃 19 水

20 月 20 木 県連役員会

21 火 21 金

22 水 22 土

23 木 23 日

24 金 24 月

25 土 25 火 遭対委員会

26 日 ふれあいハイク 26 水

27 月 遭対委員会 27 木 組織委員会

28 火 28 金

29 水 29 土 事故防止交流集会

30 木 組織委員会 30 日 （さざんかの家）

31 金

　　　　　　　　　　　県　連　活　動　予　定　表

10　月 １１月

発行者　：　千葉県勤労者山岳連盟

　　　　　　　〒２６１－００１３　千葉市花見川区幕張本郷　１－２９－１８

　　　　　　　レジデンス幕張台　１０１号室

　　　　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ　０４３－３０６－１１９０　（事務所に常駐者はいません）

発行責任者　：　吉田　哲治　　　　　　編集責任者　：　広木　国昭

問い合わせ先　：　千葉県勤労者山岳連盟ホームページ　事務局への問い合わせ

18


	１０月号表紙
	ちばニュース10月号
	１０月号目次
	花博士の花便り１０月
	2014年9月、理事会報告
	５０周年記念第２回実行委員会報告
	リレーエッセイ　僕の山の原点　桜庭　実
	松戸山の会　越後三山　馬蹄形縦走
	事故防止・経験交流集会案内
	第１５回ふれあいハイク参加者募集
	２０１５年労山カレンダー案内
	山筋ゴーゴーテキスト紹介
	ゆう便り　ＮＯ８
	１０月号県連たより
	10月・11月予定表
	Sheet1





